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　久々の大雪に見舞われた県北蒜山地域で
早くも春の訪れを感じる 3 月中旬、第55期
生22名（男子13名、女子 9 名）が酪農大学
校を卒業しました。昭和36年に県立酪農大
学校として設立され、昭和40年に財団法人
中国四国酪農大学校に改組、平成25年には
公益財団法人に移行した本校は、『経営感覚
と確かな技術を持った人材の育成』『酪農を
通じて地域に貢献できる人材の育成』『社会
人としての基礎力を備えた人材の育成』と
いう教育理念のもと、卒業後即戦力として
地域社会に貢献できる実践的な知識と技術
を身につけた人材育成を行い、これまでに
1400名弱の卒業生を輩出してきました。依
然として猛威を振るう新型コロナウイルス
の影響もあり今年も卒業生、在校生、教職
員のみのさびしい卒業式になってしまいま
したが、無事に送り出すことができました。

 
第55期生一同（入学式写真）

　本校では 2 年次に全国各地の先進農家へ
研修に行くカリキュラムを組んでいます
が、新型コロナウイルスの影響で研修期
間の短縮、研修中止などの措置を取らざる
を得ない状況になってしまう学生もいまし
た。そのうえ、全日本ホルスタイン共進会
をはじめ各種イベントが軒並み中止になる

など今までにない困難に見舞われた学年と
なりました。しかし、そんな困難に負ける
ことなく加工や削蹄など自分の将来に繋が
る知識や技術の習得に努め、自己研鑽に励
む姿に胸が熱くなりました。また、今年度
の開催はすべて中止になってしまった共進
会ですが、各地区の代表牛による写真コン
テストが開催され、本校学生も審査に参加
させていただき、審査員の先生方に毛刈り
やリーディング、牛の見方、審査の仕方を
丁寧に教えていただきました。さらに、学
生によるリーディングコンテストも審査し
ていただき、程よい緊張感の中本番さなが
らのリーディングをすることができまし
た。練習通り落ち着いてできた学生もいれ
ば、牛と足並みが揃わずあまりうまくでき
なかった学生もいましたが、とても有意義
な時間になったことと思います。改めて今
回の機会を設けて下さった関係者の皆様に
心よりお礼申し上げます。

リーディングコンテストの様子

　就農・就職状況は、酪農後継者が 4 名、
雇用就農が15名（うち酪農場 8 名、肉用牛
農場 7 名）、削蹄師 1 名、酪農ヘルパーが
1 名、その他 1 名となっています。このう
ち 6 名が岡山県内で就業しており、岡山県
の畜産振興に繋がることを期待しています。

〔酪大だより〕

第55期生が卒業しました。
公益財団法人　中国四国酪農大学校
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１．酪農経営の今後の動向
　昨年度、岡山県では、酪農・肉用牛生産
近代化計画策定のための準備を進めてきま
したが、その一環で、昨年、おかやま酪農
業協同組合が全組合員を対象に酪農経営動
向調査を実施しました。
　そこで、本県の酪農家戸数が、今後、ど
のような推移をたどるのか、調査結果に基
づいて考察してみました。
　酪農大学校を除く192戸の、今後の経営
方針に対する回答は表 1 のとおりです。今
後 3 年間、規模の縮小も含め、経営継続の
意思を示したのは168戸、中止すると回答
した経営が10戸、和牛繁殖に転換すると回
答した経営が 7 戸でした。なお、わからな
いという回答が 7 戸ありました。
　また、継続の意思を示した経営のうち、
頭数規模の拡大は18戸、現状の飼養頭数を
維持するという回答は140戸、規模縮小が
10戸でした。
表1　組合員の今後の経営方針

　この結果を踏まえて、 3 年後の飼養頭数
を予測すると、経営中止、和牛転換、わ
からない、規模縮小を合わせて449頭が減
少し、生産乳量は2,977 t の減少となります。
一方、頭数規模拡大経営において408頭の
増頭、3,163 t の生乳の増産が見込まれるこ
とから、今後 3 年間で、生乳生産量そのも
のは大きな変動はないものと予測されます。

２．後継者の確保状況
　但し、もう少し長期的視点に立った場合、
気になることがあります。後継者の確保
状況です。表 2 のとおり、継続予定経営に
おいても、後継者が決まっている経営は55
戸、後継者は今のところ未定という回答が
59戸、後継者不在は54戸となっていて、特
に、頭数維持経営において、後継者未定が
53戸、後継者不在が47戸というのが気にな
るところです。
表2　継続予定経営における後継者確保状況

　表 3 で、後継者未定経営の経営主年齢別
に、後継者候補となる子供の有無を整理し
ました。この中で、経営主の年齢が50歳以
上の場合は、子供の有無にかかわらず、外
部参入がない限り、長期的には経営の継続
は難しいと考えられます。ということは、
家族経営のさらなる減少に歯止めをかけ
るためには、経営主が30歳代、40歳代の子
供がいる19戸の経営において、如何にこの
子供たちを後継ぎに育てていくかが重要に
なってきます。
　そのために必要な条件は、やはり所得の
確保と休日の確保がポイントになります。
この二つのポイントは、どちらが欠けても
就農の動機付けの阻害要因になります。

〔特　集〕

畜産コンサルタントからの提言
−酪農家の減少を少しでも食い止めるために−

一般社団法人　岡山県畜産協会

項　　目 戸数（戸） 経産牛頭数（頭） 産乳量（ｔ）
飼養頭数の拡大 18 1,360 11,654
飼養頭数現状維持 140 8,845 83,139
飼養頭数の縮小 10 404 3,170
経営中止 10 191 1,299
和牛繁殖経営に転換 7 98 569
わからない 7 58 419

計 192 10,956 100,250
注　Ｒ2年　おからく調べ

項　　目 戸数（戸） 経産牛頭数（頭） 産乳量（ｔ）
飼養頭数の拡大
　後継者あり 14 984 8,624
　後継者未定 3 336 2,730
　後継者不在 1 40 300
頭数維持
　後継者あり 40 1,913 17,150
　後継者未定 53 2,710 23,510
　後継者不在 47 4,222 42,479
飼養頭数の縮小
　後継者あり 1 50 500
　後継者未定 3 77 420
　後継者不在 6 277 2,250
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表3　後継者未定経営の経営主年齢別家族状況

３．酪農家の労働時間
　今回、酪農・肉用牛生産近代化計画の経
営指標の作成に当たり、県内酪農家の経営
調査を実施しましたが、酪農の所得に関し
ては、乳価と副産物価格の上昇に支えら
れ、ほとんどの経営で、主たる従事者 1 人
当たりの所得が500万円を超えていました。
一方、労働時間については、ほとんどの経
営で、2,000時間を超え、平均すると2,400
時間程度となっていました。また、おかや
ま酪農業協同組合のアンケート調査結果を
見ても、表 4 のとおり経営主の 1 日当たり
労働時間は、 7 時間台以下は51戸（全体の
27％）、 8 時間台が63戸（全体の33％）、10
時間以上が70戸（全体の37％）という結果
でした。1 日 7 時間労働は短く感じますが、
年間にすると休みが少ないため、酪農ヘル
パーを月 2 回利用したとしても、 1 日 7 時
間×341日は2,387時間となり、他産業の従
事者（岡山県毎月勤労統計、令和元年、従
業員 5 人以上29人以下、建設・製造・運輸・
郵便業の平均1,928時間）と比較すると長時
間労働になっています。なお本県の酪農ヘ
ルパーの平均利用日数は、年間24日程度で
す。これには傷病で長期利用している場合
が含まれるので、酪農家の農休日取得のた
めの利用はより少ないと考えられます。
因みに、経営主の労働時間を飼養頭数規模
別に見たものが表 5 で、100～199頭規模を
除き、頭数の増加に伴い、労働時間は延長
する傾向にあります。
　また、作業時間の短縮だけでなく、酪農

の経常作業における労働の質の軽減も、後
継者の確保や経営主の高齢化の中で、酪農
経営の継続のためには必要な取り組みにな
ります。

表4　経営主の労働時間

表5　規模別経営主労働時間

４．労働負担軽減事業の効果
　このような状況の中で、平成29年度から
労働負担軽減事業が実施され、本県でも、
搾乳ロボットをはじめ、自動給餌機や哺乳
ロボット、餌寄せロボット、搾乳ユニット
搬送レール等が導入されていますが、その
なかで搾乳ロボットの導入効果について、
表 6 にまとめました。結果を見ると、およ
そ20％程度の総労働時間の削減効果が上
がっています。

表6　搾乳ロボット導入による労働時間の削減

経営主の
年齢

規模拡大 経営維持 規模縮小
子供あり 子供なし 子供あり 子供なし 子供あり 子供なし

～39歳 2 1 4 2 0 0
40～49歳 0 0 15 5 0 0
50～59歳 0 0 7 7 1 0
60～69歳 0 0 5 4 1 0
70歳～ 0 0 3 1 1 0
小計 2 1 34 19 3 0

経営維持方針の場合
　経営主が40歳代以下の子供をいかに継がすかがポイント　19戸
　子供ありでも経営主が50歳以上の場合は見込みが薄い　 15戸

項　　目 戸数（戸）
7時間未満 32
7時間 19
8時間 63
9時間 6
10時間 44
11時間以上 26

計 190

注　労働時間未記入2戸

項　　目 戸数（戸） 平均労働時間
～29頭 84 8.09

30～49頭 56 8.86
50～79頭 24 9.21
80～99頭 11 9.55

100～199頭 11 7.55
200頭以上 4 10.75
計・平均 190 8.51

注　労働時間未記入2戸

経
営
体

ロボット
台数

導入前 導入後 １日当たり
総労働時間

削減率
経産牛
頭数

労働
者数

総労働
時間/日

経産牛
頭数

労働
者数

総労働
時間/日

A 1 68 2 15 69 2 12 20% 
B 1 80 3 17 76 2.5 16 6% 
C 2 142 8 80 165 8 59 26% 
D 1 65 3 21 64 2 14 33% 
E 2 203 10 76 222 7.2 59 22% 
注1	 労働者数は、フルタイム労働者を1、パートタイム等については
	 勤務時間で0～1の小数の合計
注2	 労働時間は、飼料生産を含めた酪農に関するすべての労働時間
注3	 1日当たり総労働時間削減率＝1－（機械導入後の1日当たり総

労働時間÷機械導入前　〃　）
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５．�省力化・軽労化のための搾乳装置選定
の考え方－過剰投資を避けるために

　さて、見てきたように、飼養頭数規模の
拡大や、家族構成の変化の中で家族内の働
き手が減少し、残された家族の労働負担が
増してきているような経営において、経営
を継続するためには、作業の効率化と軽労
化は避けて通れません。そのため、補助事
業を活用した機械・施設の導入が県内各地
で行われていますが、その中で気になるの
は過剰投資の問題です。投資額と投資効果
を考えたとき、果たしてベストの飼養方式、
施設・機械が選択されているのでしょうか。
　図 1 に省力化・軽労化のための搾乳装置
選定の考え方を整理してみました。
　現状の飼養形態、労働力、土地条件、資
金力、そして投資の目的でどのような選択
があるかを考えてみました。
　まず、現状の飼養方式で、繋ぎ飼養と群

飼養に分け、労働力が今後も現状を維持で
きるか、もしくは新たに増加する見込みが
ある場合と、高齢化し今後減少する場合に
分けてみました。さらに経営地が拡大可能
であるかどうか、投資の目的がどこにある
のか、搾乳ロボットを導入する場合は、ロ
ボット不適合牛の扱いをどうするか、これ
らを踏まえて整理すると、必然的に採用す
るべき搾乳装置は決まってきます。また、
牛舎についても、新築する必要があるかど
うかも見えてきます。
　規模拡大を伴う場合は、旧牛舎の増改築
もしくは牛舎の新築が必要となり、投資額
が大きくなります。頭数規模を維持する場
合は牛舎の改築で済みますが、現在、繋ぎ
飼いで搾乳ロボットを導入しようとする場
合は、牛舎の新築が必要となり、投資額が
大きくなります。

現状の
飼養形態

労働力 維持 or 子供就農

土地 拡大可能

目的 増頭
+ 省力 +
個体管理

増頭
+ 省力

ユニット自搬
装置＋

パイプライン
ミルカー

搾乳ロボット
+旧パイミル

or
搾乳ロボット
+アブレスト
パーラー

繋ぎ飼養

不適合牛

搾乳装置

温存

加齢 or 減少

維持

軽労化
or 省力+
個体管理

軽労化
or 省力

ユニット自搬
装置＋

パイプライン
ミルカー

搾乳ロボット

淘汰

維持 or 子供就農

拡大可能

増頭＋省力

搾乳ロボット＋旧パーラー

群飼養

温存

加齢 or 減少

維持

軽労化 or 省力

搾乳ロボット
＋

旧パーラー

搾乳ロボット

繋ぎ飼養
牛舎新築
or 牛舎増
改築

群飼養
牛舎新築
＋
旧牛舎

牛舎 繋ぎ飼養
旧牛舎
改造

群飼養
牛舎新築

群飼養旧牛舎改造
＋

群飼養牛舎新築

群飼養
旧牛舎
改造

淘汰

図 1　現状の飼養形態・経営条件・導入目的別搾乳装置の選定整理表
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　これらのことを踏まえた上で、これから
自分が取り組もうとしている取組に、どれ
だけの事業費がかかり、どれだけの借り入
れが必要になるか、現状の経営の収益性と
預貯金及び負債残高、必要生計費を勘案し
て、取組み可能かどうかを見極める必要が
あります。そのためには、投資限界額の計
算や、飼養牛の動態計画表を作り、それに
基づき、収入計画と費用計画を作成し、家
計支出計画、資金償還計画を加えて、投資
後の資金繰りに問題が生じないかをチェッ
クすることが大切です。

６．おわりに
　酪農家戸数は家族経営を中心に、これか
らも減少傾向をたどるものと思われます。
その中で、経営内で後継者を育てていくこ
と、そして高年齢化した酪農経営主に対す
る軽労化支援は、酪農家減少の流れを少し
でも食い止めるとともに、酪農生産基盤を
維持するためには欠かせません。
　本協会が申請事務を行っている畜産クラ
スター事業や畜産 I CT事業は、畜産生産
基盤の維持や、過重労働、長時間労働を強
いられている畜産・酪農の現場における就
労環境の改善に貢献しています。働き過ぎ
ている酪農家にとっては、省力化・軽労化
機械・施設の導入は、やっと他産業並みの
労働時間の実現に近づくことができるもの
で、後継者確保のためにも欠かせない取り
組みです。
　ただ、せっかく志を持って自らの経営の
変革に取り組もうとされているのですか
ら、誰一人として失敗して欲しくはありま
せん。施設や機械の導入に当たっては、も
う一度立ち止まって冷静かつ客観的にな
り、自身の経営の三要素である土地、労
働、資本と言う制約の中で、ベストな計画
を組んでいただきたいと思います。また
関係機関の皆様は、計画が提出された際
は、その経営の投資限界額の把握や償還の

可能性をしっかりと見極め、適切なアドバ
イスをしていただきたいと思います。場合
によっては「無理なものは無理」とブレー
キをかけることも支援者の役割ではないで
しょうか。
　一般的に家族経営の場合、規模の拡大を
伴わず、労働負担軽減を目的とした、例え
ば搾乳ロボットの導入を考えた場合、産乳
量は10％程度増加し、総労働時間は20％程
度削減できるメリットはありますが、一方
で企業経営と違って家族経営であるがゆえ
に従業員＝家族従事者を削減し、人件費を
減らすことはできません。むしろ新規取得
資産の減価償却費が増加し、維持・修繕費
も増え、収益増よりコストアップの方が目
立ってしまいます。もちろん過剰労働の解
消やゆとりの創出による酪農家のモチベー
ションはアップしますが。
　ということは、規模拡大を伴わないよう
な収益が大幅に増加しにくい場合の高額な
投資は、現状で一定の利益が上がっていて
預貯金がしっかりある経営でないと、難し
いことになります。もしくは削減した労働
時間を投入できる他部門を持っていて、そ
の部門で収益を増やすことができる経営
で、投資が可能となります。
　では酪農家に経済的負担をかけない労働
負担の軽減策は何か？
　それは、コントラクター組織や育成牧
場、TMRセンターやヘルパー組合と言っ
た酪農支援組織の充実です。しかし、残念
ながら、本県の支援組織の充実度は、近隣
他県と比較しても高いとは言えません。こ
れらは一朝一夕には実現できませんが、酪
農家の労働負担を軽減するためには、少し
でも支援組織の充実を実現するための努力
を怠ってはいけないと思います。酪農・畜
産農家がいなくなれば、我々も職を失うの
ですから。
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１．はじめに
　新見市の特産である肉用牛を取り巻く環
境は、高齢化や後継者不足による飼育戸数
の減少、配合飼料価格の高止まり、また、
特に令和2年度は新型コロナウイルス感染
症の影響により、一時的に子牛及び枝肉の
価格が下落するなど、依然として厳しい状
況にあります。
　こうした状況の中、備中県民局畜産第二
班では、新見市のWCS用稲専用品種の普
及を推進し、飼料自給率の向上に取り組ん
でいます。今回は、新見市内の稲WCSの
現状と品質向上に向けた取組について紹介
します。

２．新見市内の稲WCSの概要
　令和 2 年度の新見市内のWCS用稲の作
付面積実績（コントラクター収穫分）は、
19.3haとなっており、最も作付面積の大き
かった平成24年度の29.3haと比較すると、
10ha減少しています。現在市内で栽培され
ているWCS用稲は全て専用品種の「たち
すずか」となっており、新見市内の肉用牛
繁殖農家及び、一部高梁市内の肉用牛農家
へ供給されています。

３．品質向上に向けた取組
　新見市農林業振興技術者連絡協議会（以
下、新見市技連）畜産部会の取組として、
市役所、農協、ウエストカントリー（新見
市内のコントラクター）、新見農業普及指
導センター及び畜産第二班で、稲WCSの
品質向上を目的とした耕畜連携会議及び
WCS用稲栽培ほ場巡回を定期的に行って
います。

　耕畜連携会議では、WCS用稲栽培農家
と稲WCSを利用している畜産農家も参集
し、移植前と収穫後に会議を行います。特
に収穫後の会議では、その年の実績の報告
と反省会を行うことで次年度の取組に繋げ
ています。特に今年はウンカの被害が広範
囲に渡っていたことから、来年度の栽培時
における病害虫の防除の徹底を呼びかけま
した。

耕畜連携会議のようす

　また、ほ場巡回は移植後と収穫前に行っ
ています。移植後の巡回では主に雑草の状
態やほ場の侵入路を確認し、不具合があれ
ば関係機関から生産者へ指導を行います。
収穫前は雑草の状態やWCS用稲の状態を
確認し、収穫する地区の順番を決定します。
　こうした取組を通して、市内産の稲
WCSの品質向上を目指しています。

ほ場巡回のようす

〔県民局だより〕

地域の課題解決を通じた自給飼料生産を目指して
備中県民局畜産第二班
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４．WCS用稲作付面積拡大に向けて
　上記のような取組を通して稲WCSの品
質向上に努めていますが、一方で課題もあ
ります。先にも書きましたが、新見市内の
WCS用稲の栽培面積の減少です。新見市
内では、大規模農場でも市内で生産された
稲WCSを利用していますが、市内産の稲
WCSの生産量では、大規模農場が必要と
している量の半分も供給できていないのが
現状です。

「たちすずか」刈り取りのようす

　また、作付面積が減少するとコントラク
ターの経営にも影響が出るため、面積の拡
大は喫緊の課題です。こうした現状を打開
すべく、畜産第二班では市役所や農協、普
及センター等と協議を行い、市内のWCS
用稲の栽培面積増加に向けて、働きかけを
行っています。

５．小規模農家にも使いやすい飼料へ
　また、新見市内の稲WCSは大規模農場
だけではなく、小規模和牛繁殖農家へも供
給されています。現在、市内で生産されて
いる稲WCSロールは直径100cmの大型の
ものが中心であるため、小規模農家では量
が多いため使い切れず、特に夏場は長期間
の保存もできないため、効率よく使う方法
はないかという意見があがっていました。
　この問題を解決するために、新見市技連  
畜産部会では、畜草 2 号というサイレージ
の二次発酵を抑制する乳酸菌を添加した

ロールと、無添加のロールを用いて開封後
の腐敗状況を比較する試験を行いました。
　試験の結果より、畜草 2 号無添加のロー
ルでは、夏期と冬期どちらにおいても畜草
2 号を添加したロールよりも 5 日から10日
早くロール表面や内部のカビや腐敗臭の発
生が見られたことから、畜草 2 号を添加す
ることで、稲WCSを通常よりも長期間用
できることが考えられました。

夏期（平均気温24.4℃）における試験結果

冬期（平均気温9.8℃）における試験結果

　上記の結果を踏まえて、新見市技連 畜
産部会では令和 3 年度、市内のロールへ
畜草 2 号を添加するように働きかける予
定です。

６．おわりに
　地域の畜産業を維持するためには、自給
飼料生産が不可欠です。畜産第二班では、
関係機関と連携して地域独自の課題に取組
み、稲WCS生産に努めていきます。

使用
日数

畜草
2 号

開封 5 日目 開封10日目

カビ 腐敗臭 カビ 腐敗臭

10日間 添加 特に発
生無し

特に発
生無し

特に発
生無し

特に発
生無し

10日間 無添加 表面
のみ

弱い
腐敗臭

表面と
内部

強い
腐敗臭

使用
日数

畜草
2 号

開封25日目 開封35日目

カビ 腐敗臭 カビ 腐敗臭

35日間 添加 特に発
生無し

特に発
生無し

特に発
生無し

特に発
生無し

25日間 無添加 表面と
内部

弱い
腐敗臭

使用
中止

使用
中止
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　岡山家畜保健衛生所は、所長以下18名が
家畜保健衛生課（11名）と家畜病性鑑定課

（ 6 名）の 2 課に分かれ、それぞれの庁舎
で業務を行っています。家畜病性鑑定課の
業務エリアは県下全域です。

１　業務の構成
　　家畜病性　　　　病理検査部門
　　鑑定業務　　　　細菌検査部門
　　　　　　　　　　ウイルス検査部門
　　　　　　　　　　生化学検査部門
　　牛海綿状脳症（BSE）検査業務
　　調査研究業務
　　技術研修および情報発信

（1）家畜病性鑑定業務（家畜疾病診断）
　高病原性鳥インフルエンザ、豚熱（旧豚
コレラ）、ヨーネ病などの家畜伝染病の患
畜及び疑似患畜の診断や、県下 5 家保では
実施困難な家畜疾病の精密検査と診断を
担っています。

（2）牛海綿状脳症（BSE）検査業務
　県内農場における死亡牛（一定月齢以上）
および病性鑑定牛等を対象にBSE検査を
実施し、県内飼養牛の清浄性を監視してい
ます。

（3）調査研究業務
　養鶏農場での高病原性および低病原性鳥
インフルエンザ（以下、鳥インフルエンザ）
について、モニタリング検査を行い浸潤状
況を確認しています。また現在も国内で発
生が継続している豚熱については、ウイル
スに感染した野生イノシシが令和 3 年 3 月
には兵庫県まで拡大し、岡山県でいつ陽性
イノシシが確認されてもおかしくない状況

になっています。当課では、アフリカ豚熱
も含めた死亡イノシシや捕獲イノシシの
監視検査のほか、豚の病性鑑定時にもこれ
ら疾病の遺伝子検査等を実施しています。
また飼養豚の豚熱抗体検査により、清浄性
を確認（令和 2 年度現在）しています。さら 
に、夏季に蚊が媒介して牛に異常産を起こ
すアカバネ病などのウイルスの抗体検査に
よる流行予測を実施しています。そのほか、
牛ウイルス性下痢ウイルスに持続感染して
いる牛を摘発するための検査や、最近話題
となっている薬剤耐性菌の調査、肉質向上
を目的とした肥育牛におけるビタミンAの
測定など、各部門で多様な調査を実施して
おり、その結果が県下 5 家保を通じて各農
場へフィードバックされています。調査以
外にも県内で発生した様々な疾病の病原体
の詳細や疫学について研究・発表し、県内
はもとより、全国の病性鑑定技術の向上に
資するよう努めています。

（4）技術研修 　　　　　　
　各家保の職員を対象に、年に 4～5 回、
剖検時の採材手技や細菌検査、ウイルス検
査等の病性鑑定方法の研修を実施し、家畜
疾病診断技術の更なる向上に努めています

（写真 1 ）。

写真1　細菌検査の研修風景

〔家保のページ〕

「岡山家畜保健衛生所 家畜病性鑑定課」の紹介
岡山家畜保健衛生所
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（5）その他の取り組み
①検査の信頼性確保に向けて
　鳥インフルエンザ、豚熱、ヨーネ病等の
家畜伝染病はいずれも感染源となる家畜の
殺処分と農場の消毒を速やかに終了するこ
とが早期終息のポイントとなる反面、判断
を誤れば大きな経済的損失を招くため、迅
速かつ正確な診断が不可欠です。なかでも
鳥インフルエンザは、当課で実施する検査
による疑似患畜の判定が、飼養鶏全羽の殺
処分等一連の防疫措置のスタートとなりま
す。鳥インフルエンザ発生時は遺伝子検査
等複数の検査を迅速に実施することが必要
となるため、例年シーズン前に実際の発生
を想定したシミュレーション（写真 2 ）を
実施し、検査体制について検討を重ねて発
生に備えています。これにより、12月10日
に本県で高病原性鳥インフルエンザが発生
した際にはほぼ想定どおりに検査を進める
ことができました。

　
写真2　課員による検査シミュレーションの様子

　さらにこれら疾病の検査結果の信頼性を
確保するため、家畜保健衛生所法に基づ
き、細部にわたる検査の手順書を作成し、
これに沿った検査を実施しています。また
検査に係る機材の精度や必要な試薬の管理
方法、精度管理のための組織体制について
も明文化し、実践する体制を整えています。
今後もこれら手順書に基づき精度管理を実
施し、必要に応じてブラッシュアップを図
りつつ検査の正確性を維持していきます。

②重要疾病発生に備えた施設整備
　重要疾病の検査の場合、絶対に避けなけ
ればならないのが陽性検体が誤って陰性の
検体に混入して誤診を招くことです。豚熱
の場合は飼養豚のみならず野生イノシシの
検査も必要ですが、これらを同じ検査室で
実施した場合、飼養豚の検体に野生イノシ
シの陽性検体が混入して誤診するリスクが
発生してしまいます。このため、令和 2 年
度末に当課の検査室を改修して、飼養豚と
野生イノシシを別室で検査できる専用の検
査施設を整備しました。検査施設は野生イ
ノシシ、飼養豚それぞれの検体を扱う部屋
2 室と感染性のない検体を扱う共用の 1 室
で構成されており、この中でほぼ全ての検
査が完結します。イノシシの検査室と豚の
検査室とを分けたため、豚熱ウイルスの交
差汚染が防止できます。今後は完成した施
設で発生時の動きをシミュレーションし、
発生に備えていきたいと考えています。

２　研究発表
　令和 2 年度は、平成30年度から実施して
いる牛ウイルス性下痢サーベイランス結果
の総括と展望、及び子牛の腸管外病原性大
腸菌の症例を遺伝子レベルで解析した結果
について、岡山県畜産関係業績発表会に向
けてとりまとめています。
 
３　最後に
　昨年度来のコロナ禍で、数々の研修会や
学会が中止や延期に追い込まれ、国や県、
市町村の情報交換の場となる会議もリモー
トや資料配布となり、関係者が直接会う機
会がかつてないほど減少しています。こん
な時だからこそ、家畜病性鑑定課は、県下
の各家保とこれまで以上に連携を密にし、
業務をバックアップするとともに、最新知
見を収集し、病性鑑定技術の精度の向上と
レベルアップを図っていきます。
　今後も家畜病性鑑定業務を通じ、迅速な
疾病診断や伝染病のまん延防止に尽力して
いきたいと考えています。
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１　雌牛の育種価評価状況
　和牛の産肉能力評価は、改良を進める上
でとても重要であり、直接産子の枝肉成績
をもとに育種価評価を行って、生後 5 年程
度で評価可能となっています。
　R3年3月評価の第53回育種価では、県内
供用中の繁殖雌牛で2,608頭の育種価が判明
しています。県内で供用中の繁殖雌牛は、
未経産も含めて6,522頭（R 2 年 2 月調査）
いることから、県内の繁殖雌牛全体の育種
価判明率は40％となり、このうち 6 歳未満
での育種価判明頭数は459頭で、評価でき
た牛の17.6％でした。
　肥育された後代の成績を用いる育種価評
価の方法上、特に改良が進んでいる若い世
代で育種価判明率が低いことが課題です。

図1　雌牛の生年別産肉能力評価頭数

２　県内雌牛のゲノミック評価の状況
　畜産研究所では、これまでの育種価評価
に加えて、平成29年度から和牛雌牛のゲノ
ミック評価を家畜改良事業団に委託して実
施しています。これは、雌牛の登録審査時
にDNAサンプルを採取してもらい、血統
情報とともに家畜改良事業団へサンプルを

送り、SNP型判定と産肉能力評価を行っ
ています。
　評価時点の月齢は生後16～25ヶ月で、概
ね初産前に産肉能力評価が可能となってい
ます。

３　県内雌牛のゲノミック評価成績
　現在行っているゲノミック評価では、県
内を基準にした育種価評価とは異なり、全
国の繁殖雌牛集団に近い過去 3 ～ 7 年以内
に生まれた雌を基準集団として、評価した
個体の各形質について基準集団内での順位
で能力を評価しています。上位10％以内を

「H」、25％以内10％未満を「A」等として、
区分しています。
　図 2 は、2,042頭の評価結果を能力区分毎
に割合で示したものです。枝肉重量やロー
ス芯面積で、Bランク以上が60％を超えて
おり、脂肪交雑でも57％がBランク以上で
あることから、全国的な同世代集団の平均
値に比べて優れていると言えます。

図2　ゲノミック評価による能力区分別頭数割合

４　推定育種価とゲノミック評価の比較
　これまでに、ゲノミック評価した雌牛の
うち、後代が肥育されて推定育種価が判明
した雌牛338頭について、各形質のゲノミッ

〔技術のページ〕

和牛雌牛のゲノミック評価
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　育種改良研究グループ
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ク評価ランク別に推定育種価の平均と最大
値、最小値を表 1 に示しました。
表1　母牛ゲノミック評価ランク別　推定育種価

（R3年3月評価　第53回育種価　338頭）

　どの形質もゲノミック評価ランク別の推
定育種価の平均値は、ランクの序列と概ね
一致していました。ゲノミック評価で未経
産牛の産肉能力を推定できることが確認で
きます。
　一方、生産現場では、日々の出荷枝肉成
績いわゆる生データから、実感として父母
の産肉能力を推測されることが一般的です。
　表 2 は、先に表 1 で示した推定育種価の
算出に用いた枝肉成績のうち去勢のみ220頭
について、母牛のゲノミック評価ランク別
に平均と最大値、最小値を示したものです。
　先ほどの表 1 と異なり、各形質とも平均
値や最大値で、母牛のゲノミック評価ラ
ンクと序列が必ずしも一致していません。
BMS No.については、全てのランクの母
牛から、No.12の枝肉成績が 1 頭以上は出
ています（図 3 ）。
　推定育種価もゲノミック評価も、母牛の
産肉能力を評価可能ですが、交配する種雄
牛に より成績は変動します。母牛の能力
に応じて、改良の進んだ種雄牛を適正に交
配することが極めて重要です。

図3 母牛ゲノミック評価ランク別産子のBMS No.割合

５　おわりに
　ゲノミック評価は、特に後代成績のな
い若い世代での産肉能力評価に有効な手段
です。
　母牛として重要な能力である繁殖性や体
型及び強健性を考慮しつつ、ゲノミック評
価により産肉能力に応じた計画的繁殖を、
これまでより若い世代から行うことで、繋
用する母牛の能力向上と効率的な供用が進
むものと期待しています。

表2　母牛ゲノミック評価ランク別　産子の枝肉成績
去勢２２０頭
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部　　署 職　　名 氏　　名
農林水産部畜産課 課　長 藤原　努
　FAX 086-224-2155 副課長 田中　達哉
　生産振興班　 総括参事（生産振興班長） 森分　哲彦
　TEL 086-226-7429 副参事 塩田　鉄朗

主　任 金谷　健史
主　任 石川　晶子
技　師 入江　結唯
技　師 江草　亮太

　衛生環境班 総括参事（衛生環境班長） 岡田　ひろみ
　TEL 086-226-7431 副参事 𥱤　　啓介

副参事 佐藤　静子
主　幹 横内　百合香
主　幹 黒岩　恵
技　師 梶谷　真一郎

　経営流通班 総括参事（経営流通班長） 池田　克美
　TEL 086-226-7428 副参事 脇本　進行

副参事 田中　健嗣
主　幹 前田　勝彦
主　幹 多々野　喬
主　幹 石原　卓治
主　任 田中　康裕

（中国四国酪農大学校派遣）
　TEL 0867-66-3651 副校長 木曾田　繁
　FAX 0867-66-3652
　　　総務課 課長（副校長兼務）
　　　教務課 技　師 三宅　歩

備前県民局
　農畜産物生産課 農畜産物生産課長 渡邊　修
　TEL 086-233-9828 総括副参事（畜産班長） 河原　貴裕
　FAX 086-234-9064 主　幹 宮本　康子

主　幹 澤井　紀子
主　任 谷口　翔
主　任 山本　康廣
技　師 綱島　優子
技　師 藤原　希

備中県民局
　農畜産物生産課 農畜産物生産課長 伊丹　政人
　TEL 086-434-7033 総括副参事（畜産第一班長） 岡田　英樹
　FAX 086-425-4921 副参事 三木　隆司

副参事 植田　幹隆
主　任 荒木　由季子
主　任 立川　優子
主　任 吉田　由紀
主　任 広金　弘史
主　事 劔持　久美
技　師 大坂　文美恵

　TEL 0867-72-9166 総括副参事（畜産第二班長） 森山　靖成
　FAX 0867-72-9146 副参事 朝倉　麻由子

技　師 川本　梨絵

部　　署 職　　名 氏　　名
美作県民局 農畜産物生産課長 斉藤　浩史
　農畜産物生産課 総括副参事（畜産第一班長） 清水　淳也
　TEL 0868-23-1310 副参事 高取　健治
　FAX 0868-24-4962 主　任 森　　眞理子

技　師 宮野　友里
技　師 長尾　薫乃

　TEL 0867-44-7564 総括副参事（畜産第二班長） 片岡　まどか
　FAX 0867-44-4754 副参事 定森　淑子

技　師 岡部　真宏
技　師 鮫島　凱

岡山家畜保健衛生所 所　長 松長　清美
　家畜保健衛生課 課　長 澤田　勝志
　TEL 086-724-3880 副参事 大谷　晴美
　FAX 086-724-3884 副参事 高見　剛

主　任 田中　成枝
主　任 錦織　拓美
主　任 鳥越　真弓
主　任 蛇島　武久
主　任 馬場　誠
技　師 宇髙　成美
技　師 西川　早百合
技　師 武内　大
技　師 清水　孝文
主　事 川崎　はづき

　病性鑑定課 課長（所長兼務）
　TEL 086-724-3855 専門研究員 別所　理恵
　FAX 086-724-3856 専門研究員 田原　鈴子

専門研究員 難波　かおり
専門研究員 梯　　洋介
研究員 山口　葵
研究員 水上　智秋

井笠家畜保健衛生所 所　長 遠藤　広行
　TEL 0866-84-8221 次　長 西川　真琴
　FAX 0866-84-8233 副参事 金岡　孝和

副参事 佐野　通
副参事 田中　静香
主　幹 武藤　多佳子
主　任 福田　新
主　任 金谷　真澄
主　任 児子　友美
主　事 岡　　朋樹
技　師 小花　綾乃

高梁家畜保健衛生所 所　長 平田　祐介
　TEL 0866-22-2077 次　長 牧野　俊英
　FAX 0866-22-7882 副参事 秦　　守男

副参事 横内　淳一郎
副参事 馬場　彩
副参事 出石　節子
主　任 西村　祐枝
技　師 武内　優衣
技　師 三柳　和志

岡山県畜産関係者名簿（令和3年4月1日現在）
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部　　署 職　　名 氏　　名
真庭家畜保健衛生所 所　長 中村　浩三
　TEL 0867-44-2231 次　長 守屋　吉英
　FAX 0867-44-5060 副参事 萱原　佳美

副参事 西　　淳子
副参事 橋田　明彦
主　幹 串田　規子
主　任 杉本　裕亮
技　師 岡田　慧
技　師 西江　拓海
技　師 萩野　詩季

津山家畜保健衛生所 所　長 橋本　尚美
　TEL 0868-29-0040 総括参事 澤田　健二
　FAX 0868-29-3140 副参事 松馬　定子

副参事 川口　泰治
副参事 山内　章江
副参事 中山　裕貴
副参事 福島　成紀
主　幹 武縄　勝浩
主　幹 小田　亘
主　幹 笹尾　浩史
主　任 光宗　仁美
主　任 大津寄　由華
主　任 権代　将人
主　事 竹内　開
技　師 武家尾　裕司

農林水産総合センター 所　長 津寺　春良
　畜産研究所 副所長 岸戸　武士
　TEL 0867-27-3321
　FAX 0867-27-3333

　総務課 副参事 西村　江理子
　（畜産研究所駐在） 主　任 田邊　稔

主　任 樋口　久男

　経営技術研究室 室長（特別企画専門員） 行森　美枝
　TEL 0867-27-3322 特別研究員 白石　誠
　（企画開発Ｇ） グループ長（専門研究員） 田辺　裕司

主　事 藤田　千里
　（環境研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 水木　剛

技　師 高取　真穂

部　　署 職　　名 氏　　名
　改良技術研究室 室長（特別企画専門員） 川尻　鉄也
　（育種改良研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 片岡　博行
　TEL 0867-27-3221･3396 副参事 村田　和弘

副参事 高山　勲
副参事 横山　明彦
専門研究員 小林　宙
技　師 森淸　邦彦
技　師 岩本　侑希子

　（養豚研究Ｇ） グループ長
（改良技術研究室長兼務）
専門研究員 佐々木　真也
副参事 有富　勝仁
主　任 福島　敏道
主　任 服部　一洋

　（繁殖システム研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 坂部　吉彦
専門研究員 黒岩　力也
研究員 羽柴　一久

　飼養技術研究室 室長（特別企画専門員） 吉元　和明
　（生産性向上研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 串田　晴彦
　TEL 0867-27-3349 副参事 大平　嘉秀

副参事 杉山　卓
専門研究員 荒金　知宏
主　任 湛増　美好
技　師 堀川　寛通

　（飼養管理研究Ｇ） グループ長（専門研究員） 高崎　緑
副参事 定賀　和夫
副参事 富田　康
副参事 福井　康勝
副参事 岡本　元正
主　任 山田　庄市
技　師 二部野　紗世
技　師 三宅　正純

　（業務管理G） グループ長（専門研究員） 内田　啓一
研究員 長尾　伸一郎

県営食肉地方卸売市場 場　長 井上　信治
　TEL 086-272-2138 次　長 廣田　昌男
　FAX 086-273-7729
　　　総務課 課長（次長兼務）

主　幹 中道　卓郎
主　幹 井上　亘

　　　業務課 課　長 滝本　英二
副参事 妹尾　直樹
主　幹 岡本　雄太
主　任 高取　和弘
主　任 眞木　元
主　任 難波　浩
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部 長
課 長
課 長 代 理
主 事
主 事
臨 時
基 幹 所 長
技 　 師
技 　 師
技 師
技 師
技　　師（再）
嘱 託
嘱 託
所　　長（兼）
主 幹
技 　 師
臨 時
基 幹 所 長
主 幹
主 　 任
技 　 師
技 　 師
技 　 師
臨 時
臨 時
所　　長（兼）
主 幹
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
臨 時
基 幹 所 長
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技 　 師
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
技　　師（再）
臨 時
臨 時
所 　 長
主 任
主 　 任
技　　師（再）
技　　師（再）
臨　　　　時

家 畜 部
家 畜 課
　　　　TEL　086-277-5539
　　　　FAX　086-276-1412

生 産 獣 医 療 支 援 セ ン タ ー
　　　　TEL　0867-22-1500
　　　　FAX　0867-22-1194

南 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　086-943-6888
　　　　FAX　086-943-7703

西 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0865-64-4141
　　　　FAX　0865-64-2926

西 部 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0866-22-2211
　　　　FAX　0866-22-0358

北 部 基 幹 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0868-26-1112
　　　　FAX　0868-26-6632

蒜 山 家 畜 診 療 所
　　　　TEL　0867-66-2517
　　　　FAX　0867-66-4626

日　下　知加久
鴨　井　敏　則
江　草　佳　彦
石　川　貴　章
安　井　英　人
川　岡　典　子
西　川　達　也
齋　藤　　　愛
宇　野　　　進
八　木　　　梓
後　藤　友　樹
森　本　高　輝
亀　森　泰　之
大　賀　まりえ
西　川　達　也
池　山　　　亨
金　子　愛　弥
岡　本　麻　衣
畦　崎　正　典
大　屋　卓　志
根　木　慶　彦
石　田　和　子
菱　川　創　太
赤　松　優　美
瀬良田　祐　子
齋　藤　聡　子
畦　崎　正　典
水　戸　康　明
越　本　時　貴
前　原　健　成
正　木　丈　博
中　笹　良　恵
大　谷　香　里
篠　原　健　志
守　屋　ひか理
広　瀬　水彩子
築　山　嘉　輝
宮　本　翔　也
柴　田　　　薫
田　中　陽　生
植　月　義　友
田　村　展　敏
影　山　　　毅
杉　山　　　定
西　山　　　篤
小　林　直　子
福　田　佳　子
椿　　　　　修
谷　　　拓　海
神　田　遥　子
金　盛　隆　志
犬　間　一　郎
宮　本　美佐枝

岡山県農業共済組合 令和3年4月1日
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全農岡山県本部 畜産部 組織図

全農岡山県本部 畜産部 人事配置　　　　　　　　　　 　令和 3 年 4 月 1 日現在

部・課 職　名 氏　名 備　考

畜産部
部　　長 山　本　高　宏

次　　長 藤　原　　　哲

畜産販売課
（086-296-5033）
（086-280-5024）

課　　長 暮地岩　有　斗

専任課長 堀　田　文　博

専任課長 大　森　康　弘

阿　食　赳　正

太　田　衣　美

成　松　真奈美

福　島　美津子

原　　　千　秋

太　田　裕　之

難　波　智　明

中　村　　　勝

岡山 GP センター
（086-292-5307） 

センター長 大　森　康　弘 兼　　務

ミートセンター
（086-296-5088）

センター長 藤　原　　　哲 兼　　務

木　下　貴　博

中　村　倫　政 兼　　務

川　上　圭　太

井　上　清　志

廣　重　和　秀

中　本　航　輝

はなやか精肉店
（086-222-2560）

店　　長 堀　田　文　博 兼　　務

中　村　倫　政

岸　田　健　介

畜産生産課
（086-280-5608）

課　　長 宰　務　研　吾

小　野　皆　人

妹　尾　侑　斗

小　椋　一　広

植　田　淑　江

難　波　智　明 兼　　務

総合家畜市場
（0867-42-5333）

場　　長 中　村　　　健

小　野　皆　人 兼　　務

小　椋　一　広 兼　　務

植　田　淑　江 兼　　務

畜産部

岡山 GP センター

ミートセンター畜産販売課

はなやか精肉店

総合家畜市場畜産生産課
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企画管理部　（TEL  086-221-0511）
　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　審 議 役　築山　伴文
　　審 議 役　小山　雅子
　　主　　事　井戸本由美

経営支援部

　　部　　長　藤原　裕士
　経営対策班（TEL  086-222-8575）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）
　　班　　長　砂原　一彦
　　調 査 役　井上　睦恵
　　調 査 役　池見　　亮
　　技　　師　高尾　奈々
　　参　　与　本松　秀敏

　価格対策班（TEL  086-234-5981）
　　　　　　　（FAX  086-223-4755）
　　班　　長　築山　伴文（兼務）
　　嘱託職員　和田　直美
　　参　　与　西家　純一（兼務）

　家畜衛生部（TEL  086-232-8442）
　　　　　　　（FAX  086-234-6031）

　　部　　長　河原　宏一
　　参　　与　大塚　武宣
　　参　　与　西村　一道　
　　参　　与　西家　純一
　　参　　与　小田　頼政
　　臨時職員　西林　由子

　　　家畜衛生管理センター
　　　（TEL  0867-27-3101）
　　　（FAX  0867-27-3102）

　　臨時職員　佐々木　太
　　臨時職員　宮本　敦已

　　　生乳検査センター
　　　（TEL  0868-54-7366）
　　　（FAX  0868-54-7368）
 
　　所　　長　宇谷　　修
　　技　　師　田中　恭子
　　嘱託職員　本田　正司
　　嘱託職員　藤堂ゆみ惠
　　嘱託職員　池田　祥子
　　臨時職員　巻島　真弓

令和 3年度　一般社団法人岡山県畜産協会組織図
（令和 3年 4月1日）

代表理事会長
柴田　範彦

副 会 長
岡田　穂積

専 務 理 事
（事務局長）
中塚陽二郎
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岡山県畜産関係各種協議会名簿一覧
（令和3年4月1日現在）

名　　称

岡山県家畜人工授精師協会

岡山県酪農乳業協会

岡山県産牛肉銘柄推進協議会

岡山県産豚肉消費促進協議会

岡山県養鶏協会

岡山県ふ卵協会

岡山県装削蹄師会

岡山県養蜂組合連合会

岡山県和牛子牛資質向上対策協議会

岡山県馬事畜産振興協議会

岡山県養豚振興協会

岡山県コントラクター協議会

事　務　局　

岡山県畜産課

おかやま酪農業協同組合

全農岡山県本部畜産部

全農岡山県本部畜産部

烏城養鶏農業協同組合

烏城養鶏農業協同組合

岡山県農業共済組合

鈴木養蜂場

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

岡山県畜産協会

会　長

狩谷　和宏

岡田　穂積

藤原　雅人

藤原　雅人

安原　健二

山上祐一郎

平井　計行

鈴木　康正

山本　高宏

柴田　範彦

菱川大二郎

石原　聖康
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〔お知らせ〕

　家畜防疫互助基金支援事業は、口蹄疫や豚熱等が発生した
場合に、畜産経営への影響を緩和するため、生産者自らが積み
立てを行い、口蹄疫や豚熱等の発生農場が経営再開までに必
要な経費等を相互に支援する仕組みに国（（独）農畜産業振興
機構）が補助する事業です。

〇事業実施期間は、令和3年4月1日から令和6年3月31日まで
の3年間です。

〇事前申込書の提出を忘れていませんか？
　提出先：乳用牛、肉用牛は、共済組合各家畜診療所
　　　　　豚は、岡山県畜産協会家畜衛生部
　ただし、日付は令和3年3月31日以前にしてください。

具体的なご相談に関するお問い合わせ先

一般社団法人 岡山県畜産協会 （担当 家畜衛生部）
　〒700‒0826 岡山市北区磨屋町9‒18

　TEL 086‒232‒8442（直通）　FAX 086‒234‒6031

乳用牛・肉用牛・養豚農家の皆様へ

万一の口蹄疫、豚熱等の発生に備え
令和3年度からの

家畜防疫互助基金支援事業に
ご参加ください
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死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岡 山 本 社   〒712-8055  岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所   〒738-0513  広島県佐伯区湯来町大字伏谷字今山137番58

福山事業所   〒729-3102  広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所   〒680-0906  鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所   〒708-1544  岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

たつの事業所   〒679-4116  兵庫県たつの市神岡町沢田字平岩ﾉ下1363番地

大村事業所   〒856-0009  長崎県大村市松原本町565番地13

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233
TEL 0791（64）0080
FAX 0791（64）0081
TEL 0957（46）3800
FAX 0957（46）3824

株式会社　正和 代表取締役　岸　小三郎

岸化学グループ



　多くの職場で人事異動があった。転勤、転属など、
新たな職場環境の中で期待と不安が交錯し、少なからず
ストレスを感じるものだ。私も就職したての頃は、評価に
一喜一憂したものだが、父親に言われたことがある。出世
するには、「一に引きが強い、二に運が良い、三に実力・
器量よし」、最も始末に負えないは、「屁理屈こねる馬鹿」、
お前のことだと。最近は、転勤や残業がなく休暇が取りや
すい職場、管理職より責任のない平社員を良とし、自分の
余暇、家庭生活を重視する傾向がある。それでも、多くの
時間を占める仕事に「やりがい」「喜び」を感じ、充実した
人生を歩んでもらいたい。（Ｙ．Ｎ）

あとがき

　岡山県養豚振興協会では、令和 3年 3月1日から3日にかけて、岡山県営食肉地方卸売市場
で第56回豚枝肉共励会を（事務局　岡山県畜産協会）を開催しました。
　今回は、5農場から2頭 1 組とした30組、計60頭の出品があり、品種の内訳としては、LWDが
26組、ケンボローが4組で、性別はすべて雌でした。
　出品された豚枝肉は公益法人日本食肉格付協会の豚枝肉取引規格及び豚枝肉共励会審査
基準を基に5人の審査員が総合的に審査しました。
　平均出荷日齢は、175.3日、平均枝肉重量76.3kg、上物率73.3%と質の高い枝肉が多く出品されて
いました。審査の結果、最優秀賞に有限会社協和養豚（首席）、岡山JA畜産（株）吉備農場、
岡山JA畜産（株）美星農場の出品
豚 3点をはじめ、優秀賞12点、優良
賞15点を選定しました。今回は、
新型コロナウイルスの感染拡大や
豚熱の発生状況を踏まえ、審査員
や事務委員のみによる開催となりま
した。その後に実施されたセリでは、
最優秀賞首席の単価が855円/kg
を付け、コロナ禍での自粛ムードの中、
明るいニュースとなりました。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス

発行人　柴田範彦　　　編集人　中塚陽二郎  
発行所　一般社団法人  岡山県畜産協会
〒７００－０８２６  岡山市北区磨屋町９－１８  岡山県農業会館５階
TEL０８６－２２２－８５７５　　FAX ０８６－２３４－６０３１
印刷所  　ノーイン株式会社

岡山畜産便り　４月号（春季号）
第７２巻　第３号（通巻６９２号）
令和３年４月２６日発行  
定価２５０円 （消費税・送料含）

令和 3年度開催日程
【 5 月 】 2（日）、 3（月・祝）、8（土）、9（日）、15（土）、16（日）
 22（土）、23（日）、29（土）、30（日）
【 6 月 】 12（土）、13（日）、19（土）、20（日）、26（土）、27（日）

地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

高 知 競 馬 開 催 案 内
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〔畜産現場の声〕
　繁殖は面白い
　　　津山市河辺　梶岡　由嗣 13
〔食育活動〕
　県産和牛肉を活用した食育活動をしています！
　　　岡山県農林水産部畜産課 15
〔地方競馬〕
　ガンバレ！！地方競馬
　　　岡山県馬事畜産振興協議会 16
〔丑の年〕
　牛の無病息災と商売繁盛を祈願
　　　（一社）岡山県畜産協会 17
〔お知らせ〕
　畜産農家の経営に役立つ動画配信始めます！　　
　　　（一社）岡山県畜産協会 18

家畜衛生センターの死亡牛受付状況
　　　（一社）岡山県畜産協会 19

〔酪大だより〕
第55期生が卒業しました
　　　（公財）中国四国酪農大学校 1

〔特　集〕
　畜産コンサルタントからの提言
　～酪農家の減少を少しでも食い止めるために～
　　　（一社）岡山県畜産協会 2

〔県民局だより〕
　地域の課題解決を通じた自給飼料生産を目指して
　　　備中県民局畜産第二班 6

〔家保のページ〕
　「岡山家畜保健衛生所 家畜病性鑑定課」の紹介
　　　岡山家畜保健衛生所 8

〔施策〕　                 
　岡山県における県産飼料の生産利用の推進について
　　　岡山県農林水産部畜産課 1
〔特集〕
　県内で発生した高病原性鳥インフルエンザについて
　　　岡山県農林水産部畜産課 3
〔家保のページ〕
　管内における牛ウイルス性下痢清浄化維持に向けた取組
　　　井笠家畜保健衛生所 5
〔技術のページ〕
　硝酸性窒素等の削減に対応した汚水処理技術
　　　岡山県農林水産総合センター
　　　畜産研究所　環境研究グループ 7
〔県民局だより〕
　最新ふ卵施設で愛情を込めて「よい雛」を増産していきます！
　～株式会社福田種鶏場（岡山市）～
　　　備前県民局農畜産物生産課畜産班 9
〔職場紹介〕
　岡山を起点に、近畿・中国・四国の家畜衛生に貢献します
　　　全農家畜衛生研究所クリニック西日本分室 11

〔技術のページ〕
　和牛雌牛のゲノミック評価
　　　畜産研究所　育種改良研究グループ 10

〔人事関係〕

　岡山県畜産関係者名簿 12

　岡山県農業共済組合 14

　全農岡山県本部畜産部 15

　おかやま酪農業協同組合 16

　一般社団法人岡山県畜産協会 17

　岡山県畜産関係各種協議会 18

〔お知らせ〕

　家畜防疫互助基金支援事業の事前申込書について 19

取扱品目のあらまし

株式会社 ジュウチク

動物用ワクチン・血清類一切，獣医畜産用薬品全般

家畜・家禽の飼料添加剤各種，獣医畜産用器具機械類

衛生材料（ガーゼ・脱脂綿・繃帯・その他）

土壌関係検査測定器具・試薬

岡山市北区奉還町4-4-11 岡獣ビル内 TEL 086-214-2288
FAX 086-214-2287

黒毛和種の精液も性選別精液の時代！！！

※性選別精液のメニュー・価格等は当センターにお問い合わせください。

家畜改良事業団の黒毛和種性選別精液（Sort Y）
を使えば♂を効率的（90％以上）に生産することができます！

あなたも家畜改良事業団の性選別精液♂を利用してみませんか？

※♂♀の価格差は平均10万円以上！

最大約14万円差 平均価格差10万円以上

90

H31.4 R01.6 R01.7 R01.8 R01.10 R01.11 R01.12 R02.1 R02.3 平均

去勢 818,335 788,472 760,349 737,197 750,398 758,409 775,254 747,528 663,767 755,523

雌 678,417 707,972 684,445 612,923 669,568 642,237 641,088 634,775 606,138 653,063

差額 139,918 80,500 75,904 124,274 80,830 116,172 134,166 112,753 57,629 102,461


